
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

当初契約予定者との交渉が難航し、急遽契約の相手方を変更したため、100％には届かなったが、72％の実績値を達成することが

出来た。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 2,009 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 2,800 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 89.66 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 71.73 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 80 ％ 目標値 80

時点･期間 R8年度

現状値 84.97 ％

目標値 80 ％ 目標値 80

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H17

終期

Ｋ  P  Ｉ

用地取得実績（契約ベース）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　建築指導行政の円滑化を図るため、引き続き事業を実施する。

当初 事　項 松山外環状道路用地補償受託費 予算主管課 用地課

事　業

概　要

松山外環状道路インター東線の側道部のうち、松山市から委託された市道久米241号線の円滑

な用地取得の推進を図るため、用地補償業務を高い専門性を有する県土地開発公社に再委託す

る。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　入札減少金を有効活用し、当初の予定よりも多くの事業実施が出来たことから、100％以上の達成率となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 28,933 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 30,681 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

％ 実績値 ％

達成率 100.49 ％ 達成率 ％

70.6 ％

実績値 61.3 ％ 実績値 ％ 実績値

64.2 ％ 目標値 67.4 ％ 目標値

R７年度 時点･期間 R８年度

現状値 57.7 ％

目標値 61 ％ 目標値

R４年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間

Ｋ  P  Ｉ

整備済である指定道路情報整備対象の延長距離数の比率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 指定道路情報整備費 予算主管課 建築住宅課

事　業

概　要

建築基準法により指定されている指定道路に関する図面及び調書を作成・保存し、閲覧に供し

て情報を共有することにより、建築指導行政の円滑化を図る。

始期 H23

終期

令和５年度　　事後評価シート
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4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は概ね想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

関連する国事業との調整により、県事業の一部整備区間の完成が遅延したため、目標値未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 1,154,535 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
2,057,718 千円

最終現計予

算額

実績値 %

達成率 99.27 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 68.1 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 70.1 % 目標値 70.8

時点･期間 Ｒ８年度

現状値 67.8 %

目標値 68.6 % 目標値 69.3

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 Ｒ５年度 時点･期間 Ｒ６年度 時点･期間 Ｒ７年度

始期 S36

終期

Ｋ  P  Ｉ

都市計画街路の改良率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成す

ると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

2月

補正

事　項 都市計画街路事業費 予算主管課 都市整備課

事　業

概　要

市街地内の都市計画道路の中から、公共交通の支援及び都市防災機能の向上の観

点から効果的・効率的な箇所を選定し、集中的に整備を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

受託事業の執行に要した費用について、国から年度内に収納することにより、受託事業の安定的な継続を図っている。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 11,573 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 50,000 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R８年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H16

終期 R9

Ｋ  P  Ｉ

受託事業収入の収納率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 街路受託事業費 予算主管課 都市整備課

事　業

概　要

国と県が同時に整備する街路で、併せて実施した方が効果的なものについて、県

が国分を受託して整備を行う。
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6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状の対応状況を踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 990 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 1,221 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R８年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4.4 時点･期間 R５年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H17

終期

Ｋ  P  Ｉ

市町における景観条例に基づく届出に対する適正対応率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和６年度の鉄道高架切り替えによりKPI目標を達成できる見込みであり、見直しは想定していない。

当初 事　項 都市景観形成推進費 予算主管課 都市計画課

事　業

概　要

景観行政団体となった市町が景観計画を策定するための支援を行い、良好な都市

景観形成を積極的に推進する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

令和６年度の目標達成に向け、順調に事業進捗している。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 4,237,404 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
6,847,734 千円

最終現計予

算額

実績値 分/日

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

分/日

実績値 1111 分/日 実績値 分/日 実績値 分/日

分/日 目標値 0 分/日 目標値 -

時点･期間 R８年度

現状値 1111 分/日

目標値 1111 分/日 目標値 0

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R2.1 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 H21

終期 R７

Ｋ  P  Ｉ

付近８箇所の通勤、通学等における踏切待ち時間

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

2月

補正

事　項 ＪＲ松山駅付近連続立体交差事業費 予算主管課 都市整備課

事　業

概　要

JR松山駅を中心とした約2.4km区間を高架化し、駅周辺の市街地分断や、踏切遮断による交通

渋滞の解消を図るとともに、松山市が行う土地区画整理事業や周辺街路事業と一体的に整備す

ることで、にぎわいと活力あるまちづくりを目指す。
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見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定どおりの成果であり、現在、作成に取り組んでいる市町があることや、作成に取り組ん

でいない市町についても作成に向けて前向きな回答を得ている。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 20,403 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 21,265 千円
最終現計予

算額

実績値 市町

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

市町

実績値 10 市町 実績値 市町 実績値 市町

市町 目標値 12 市町 目標値 13

時点･期間 R８年度

現状値 10 市町

目標値 10 市町 目標値 11

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4.5 時点･期間 R５年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H22

終期

Ｋ  P  Ｉ

立地適正化計画作成市町数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 都市計画策定指導費 予算主管課 都市計画課

事　業

概　要

都市計画法に基づく区域区分、地域地区及び都市施設等について計画策定や市町への助言等を

行い、都市の機能性・安全性・利便性及び快適性の増進を図る。


